
福福
音音

のの
園園
だだ
よよ

りり  
  
  
  
  

【【
第第

６６

号号  

二二
〇〇
〇〇
五五
年年
六六
月月
十十
日日
発発
行行
】】  

  

３３
５５
００
‐‐
００
００
１１
６６  
埼埼
玉玉
県県
川川
越越
市市
木木
野野
目目
一一
八八
七七
八八
番番
地地
一一  

  
  
  
  

特特
定定
非非
営営
利利
活活
動動
法法
人人  

福福
音音
のの
園園
・・
埼埼
玉玉  

事事
務務
局局  

  
  
  
  
  
  
  
  
  

☎☎  
００
４４
９９
‐‐
２２
３３
００
‐‐
１１
１１
１１
１１  

  
  
  
  
  
  
  
  

ＦＦ
ａａ
ｘｘ
００
４４
９９
‐‐
２２
３３
００
‐‐
１１
１１
１１
２２  

「「
８８
００
２２
００  

よよ
いい
歯歯
のの
ココ
ンン
クク
ーー
ルル
」」
でで
表表
彰彰  

  

六六
月月
五五
日日((

日日))

、、
川川
越越
市市
総総
合合
保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー
でで
、、
川川
越越
市市

歯歯
科科
医医
師師
会会
主主
催催
にに
よよ
るる
「「
歯歯
ッッ
ピピ
ーー
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル  

二二

〇〇
〇〇
五五
」」
がが
開開
かか
れれ
まま
しし
たた
。。
ホホ
ーー
ムム
ドド
クク
タタ
ーー
のの
歯歯
科科
医医
師師

よよ
りり
推推
薦薦
ささ
れれ
たた
利利
用用
者者
・・
ＭＭ
・・
ＡＡ
ささ
んん
（（
八八
二二
才才
））
がが
「「
８８

００
２２
００
よよ
いい
歯歯
のの
ココ
ンン
クク
ーー
ルル
」」
にに
参参
加加
しし
、、
表表
彰彰
ささ
れれ
まま
しし

たた
。。
「「
８８
００
才才
でで
自自
歯歯
２２
００
本本
」」
のの
とと
ここ
ろろ
、、
ＭＭ
・・
ＡＡ
ささ
んん
はは

「「
８８
２２
才才
でで
自自
歯歯
２２
５５
本本
」」
でで
表表
彰彰
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。  

<<

ごご
家家
族族
様様
よよ
りり>>   

おお
かか
ああ
ささ
んん
、、
おお
めめ
でで
とと
うう  

おお
かか
ああ
ささ
んん
、、
おお
めめ
でで
とと
うう
。。
よよ
かか
っっ
たた
ねね
。。  

ホホ
ーー
ムム
ドド
クク
タタ
ーー
のの
星星
原原
先先
生生
、、
ホホ
ーー
ムム
長長
ささ
んん
、、
受受
賞賞
にに

際際
しし
、、
ごご
厚厚
意意
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
てて
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。 

 

母母
はは
、、
待待
ちち
望望
んん
だだ
日日
をを
心心
のの
底底
かか
らら
喜喜
んん
でで
いい
まま
しし
たた
。。

表表
彰彰
式式
にに
はは
、、
私私
、、
孫孫
もも
参参
加加
しし
、、
名名
前前
をを
呼呼
ばば
れれ
るる
とと
、、
ちち

ょょ
っっ
とと
緊緊
張張
しし
てて
いい
まま
しし
たた
がが
、、
歯歯
科科
医医
師師
会会
長長
ささ
んん
かか
らら
、、

立立
派派
にに
表表
彰彰
状状
をを
いい
たた
だだ
いい
てて
きき
まま
しし
たた
。。  

歯歯
をを
大大
切切
にに
しし
てて
、、
胃胃
腸腸
にに
負負
担担
をを
かか
けけ
なな
いい
ここ
とと
がが
、、
丈丈

夫夫
のの
秘秘
訣訣
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
ここ
れれ
かか
らら
もも
、、
今今
まま
でで
通通
りり
きき
ちち

んん
とと
歯歯
磨磨
きき
をを
しし
てて
いい
っっ
てて
ほほ
しし
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
今今
後後
もも
、、

母母
をを
見見
守守
っっ
てて
下下
ささ
いい
。。  

  
  
  
  
  
  
  
  

（（
ＭＭ
・・
ＵＵ
））  

地地
区区
民民
生生
委委
員員
のの
声声  

まま
ああ
何何
とと
明明
るる
いい
表表
情情
でで
しし
ょょ
うう
！！  

川川
越越
市市
高高
階階
地地
区区  

民民
生生
・・
児児
童童
委委
員員  

武武
内内  

節節
子子  

  

五五
月月
のの
心心
地地
よよ
いい
風風
がが
吹吹
いい
てて
いい
まま
すす
。。
九九
十十
川川
のの
堤堤
かか
らら

左左
にに
歩歩
をを
進進
めめ
るる
とと
、、
そそ
ここ
にに
福福
音音
のの
園園
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
最最

初初
にに
伺伺
っっ
たた
時時
はは
地地
図図
をを
頼頼
りり
にに
少少
々々
迷迷
いい
まま
しし
たた
。。
初初
対対
面面

のの
ホホ
ーー
ムム
長長
様様
にに
園園
内内
をを
ごご
案案
内内
いい
たた
だだ
きき
、、
屋屋
上上
かか
らら
望望
んん

だだ
広広
いい
空空
とと
秩秩
父父
のの
山山
々々
、、
前前
をを
流流
れれ
るる
小小
川川
とと
対対
岸岸
のの
市市
街街

地地
、、
良良
いい
環環
境境
とと
感感
じじ
とと
りり
まま
しし
たた
。。  

  

ささ
てて
、、
今今
日日
はは
私私
がが
つつ
いい
先先
日日
まま
でで
係係
わわ
っっ
てて
いい
たた
ＯＯ
ささ
んん

のの
おお
顔顔
をを
拝拝
見見
にに
伺伺
いい
まま
しし
たた
。。
まま
ああ
何何
とと
明明
るる
いい
表表
情情
でで
しし

ょょ
うう
！！  

入入
浴浴
後後
とと
のの
ここ
とと
でで
ささ
っっ
ぱぱ
りり
とと
身身
ぎぎ
れれ
いい
でで
すす
。。  

「「
良良
かか
っっ
たた
ネネ
」」
とと
手手
をを
握握
りり
合合
いい
まま
しし
たた
。。
入入
園園
ささ
せせ
てて
いい

たた
だだ
くく
前前
はは
独独
りり
暮暮
らら
しし
でで
しし
たた
。。
生生
活活
のの
不不
安安
とと
寂寂
しし
ささ
をを

連連
日日
のの
電電
話話
やや
自自
宅宅
まま
でで
歩歩
いい
てて
訴訴
ええ
にに
参参
りり
まま
しし
たた
。。
ここ
のの

様様
なな
状状
態態
でで
体体
力力
、、
気気
力力
がが
持持
続続
でで
きき
るる
かか
とと
心心
配配
しし
てて
いい
るる

中中
、、
「「
幸幸
わわ
いい
」」
がが
重重
なな
っっ
てて
福福
音音
のの
園園
へへ
のの
道道
がが
開開
けけ
まま
しし

たた
。。
今今
、、
ＯＯ
ささ
んん
のの
居居
室室
にに
掲掲
げげ
らら
れれ
たた
「「
永永
住住
証証
明明
書書
」」
がが

とと
てて
もも
輝輝
いい
てて
おお
りり
まま
すす
。。
園園
のの
皆皆
様様
、、
ＯＯ
ささ
んん
をを
おお
仲仲
間間
入入

りり
ささ
せせ
てて
下下
ささ
りり
有有
難難
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。
ここ
れれ
かか
らら
はは
優優
しし

いい
時時
がが
流流
れれ
てて
いい
くく
ここ
とと
でで
しし
ょょ
うう
。。
近近
いい
日日
のの
訪訪
問問
をを
約約
束束

しし
てて
帰帰
路路
にに
着着
きき
まま
しし
たた
。。  

  スス
タタ
ッッ
フフ
紹紹
介介  

長長
年年
特特
養養
ホホ
ーー
ムム
でで
働働
いい
てて
いい
てて  

  

玄玄
関関
をを
入入
っっ
たた
とと
たた
んん
にに
、、
花花
をを
飾飾
りり
、、
園園
庭庭
にに
はは
チチ
ュュ
ーー

リリ
ッッ
ププ
やや
ビビ
オオ
ララ
、、
パパ
ンン
ジジ
ーー
等等
がが
咲咲
きき
、、
アア
ッッ
トト
ホホ
ーー
ムム
にに

感感
じじ
まま
しし
たた
。。
長長
年年
特特
養養
ホホ
ーー
ムム
でで
働働
いい
てて
いい
まま
しし
たた
のの
でで
、、

いい
つつ
かか
少少
人人
数数
のの
所所
でで
、、
ゆゆ
っっ
たた
りり
とと
しし
たた
気気
持持
ちち
でで
接接
すす
るる

ここ
とと
がが
出出
来来
れれ
ばば
とと
いい
つつ
もも
思思
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
以以
前前
勤勤
めめ
てて

いい
たた
時時
にに
、、
上上
司司
やや
同同
僚僚
とと
話話
しし
てて
いい
たた
、、
ゆゆ
っっ
くく
りり
とと
しし
たた

時時
間間
をを
一一
緒緒
にに
過過
ごご
せせ
るる
とと
いい
いい
なな
ぁぁ
とと
思思
っっ
てて
いい
たた
ここ
とと

がが
、、
実実
際際
にに
見見
学学
しし
てて
知知
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
魅魅
力力
をを
感感
じじ
まま
しし
たた
。。 

 
  
  

勤勤
めめ
始始
めめ
てて
、、
毎毎
日日
のの
予予
定定
をを
ここ
なな
すす
事事
にに
必必
死死
にに
なな
っっ
てて
いい

たた
のの
でで
、、
いい
つつ
のの
間間
にに
かか
、、
温温
かか
いい
気気
持持
ちち
もも
忘忘
れれ
てて
しし
まま
っっ

てて
いい
たた
のの
かか
とと
、、
自自
分分
自自
身身
長長
いい
間間
、、
特特
養養
ホホ
ーー
ムム
でで
何何
をを
しし

てて
きき
たた
んん
だだ
ろろ
うう
かか
とと
、、
目目
がが
覚覚
めめ
るる
様様
なな
気気
持持
ちち
にに
なな
りり
まま

しし
たた
。。
特特
養養
ホホ
ーー
ムム
とと
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
にに
はは
違違
いい
がが
ああ
りり
まま

すす
がが
、、
今今
まま
でで
経経
験験
しし
たた
ここ
とと
をを
生生
かか
しし
てて
、、
おお
一一
人人
おお
ひひ
とと

りり
のの
自自
立立
支支
援援
のの
支支
ええ
にに
なな
れれ
ばば
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。  

  

（（
１１
階階
スス
タタ
ッッ
フフ
・・
藪藪  

雪雪
江江
））  

  

「「
希希
望望
へへ
のの
支支
援援
」」
のの
範範
囲囲
はは
！！  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

ホホ
ーー
ムム
長長  

杉杉
澤澤  

卓卓
巳巳  

  

最最
愛愛
のの
家家
族族
がが
認認
識識
障障
害害
（（
認認
知知
症症
、、
アア
ルル
ツツ
ハハ
イイ
ママ
ーー
症症
））

とと
なな
りり
、、
自自
宅宅
でで
のの
生生
活活
にに
限限
界界
をを
感感
じじ
らら
れれ
てて
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ

ーー
ムム
へへ
のの
入入
居居
をを
決決
心心
ささ
れれ
たた
。。
そそ
のの
ごご
家家
族族
様様
のの
ホホ
ーー
ムム
にに

寄寄
せせ
るる
期期
待待
はは
一一
様様
でで
はは
なな
いい
よよ
うう
にに
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。  

  

ごご
利利
用用
者者
様様
がが
日日
増増
しし
にに
落落
ちち
着着
かか
れれ
、、
ホホ
ーー
ムム
でで
のの
生生
活活

（（
環環
境境
））
にに
順順
応応
ささ
れれ
てて
いい
くく
おお
姿姿
にに
接接
しし
らら
れれ
るる
ここ
とと
はは
大大

きき
なな
安安
堵堵
感感
をを
抱抱
かか
れれ
るる
ここ
とと
でで
しし
ょょ
うう
。。
けけ
れれ
どど
もも
、、
穏穏
やや

かか
なな
日日
々々
をを
送送
っっ
てて
ほほ
しし
いい
とと
いい
うう
思思
いい
とと
はは
裏裏
腹腹
にに
、、
面面
会会

にに
訪訪
れれ
るる
ごご
家家
族族
様様
をを
認認
識識
でで
きき
なな
くく
なな
りり
、、
どど
ここ
かか
他他
人人
のの

よよ
うう
にに
ヨヨ
ソソ
ヨヨ
ソソ
しし
くく
なな
っっ
てて
いい
くく
。。
そそ
しし
てて
ホホ
ーー
ムム
のの
スス
タタ

ッッ
フフ
にに
心心
開開
くく
のの
をを
目目
のの
当当
たた
りり
にに
ささ
れれ
るる
とと
空空
しし
ささ
にに
もも

似似
たた
思思
いい
がが
去去
来来
ささ
れれ
るる
のの
でで
はは
なな
いい
かか
とと
推推
察察
ささ
れれ
まま
すす
。。  

「「
希希
望望
へへ
のの
支支
援援
」」
をを
掲掲
げげ
てて
実実
践践
しし
てて
おお
りり
まま
すす
がが
、、
ここ

れれ
はは
ごご
利利
用用
者者
様様
にに
限限
定定
ささ
れれ
たた
もも
のの
でで
はは
なな
くく
、、
ごご
家家
族族
様様

をを
もも
含含
めめ
たた
取取
りり
組組
みみ
でで
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
ここ
とと
をを
スス
タタ

ッッ
フフ
全全
員員
でで
心心
しし
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
ここ
ここ
にに
もも
「「
介介
護護
のの
質質
」」

のの
カカ
ギギ
がが
ああ
るる
よよ
うう
にに
思思
わわ
れれ
るる
かか
らら
でで
すす
。。  


